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日本列島における畢近の火山活動

................................................................................. 
伊藤英之＊ 林信太郎＊＊

1.はじめに

日本列島には83の活火山があり、毎年5火山程度

の火山において、 I腹火活動や火山性異常等が発生し

ている。近年においては1986年伊豆大島哨火、 1988

年十勝岳、そして1991年～1995年雲仙普賢岳の哄火

など社会的不安を引き起こした火山も数多い。

1995年 9月15日、岩手山において低周波地震が観

測され、 1998年 3月以降、地捉活動が活発化、同時

に地殻変動が検出されはじめたことから、「岩手山

噴火」に対する社会的な関心が訊まってきている。

一方で、岩手山以外の火山においても火山活動は

発生しており、雲仙普賢岳の火山活動の停止以降、

1995年には九重山、 1996年には北海道駒ヶ岳および

雌阿寒岳、 1997年には秋田焼山および新潟焼山が水

蒸気噴火し、 1998年に入って、北海道駒ヶ岳および

雌阿寒岳が再咬火している。

表ーl1997年～1998年に発生した主な火山噴火、火山性異常

発生年月日 火山名 災害等の概要

1997.3-4月諏訪之瀬島 火山灰明出、島内降灰

1997.5.11 秋田焼山 證川温泉で地すべりに伴う水蒸
（澄JIl温泉） 気爆発 ・土石流

1997, 7.17 八甲田山 CO,ガスにより自衛隊U3名死亡

1997.8.16 秋田焼山 山頂空沼火口で水蒸気爆発・泥流

1997.9.15 安達太良山
沼ノ平で火山ガスにより登山者
4名死亡

1997.11.25 阿蘇山 火山ガスにより観光客2名死亡

1997.ll 新潟焼山 山頂東部で水蒸気録発、火山灰
-1998. 3月 噴出

1997~1998 桜島 断続的な噴火活動、火山灰明出

1998. 3- 岩手山 火山性地従、地殻変動

1998. 5月～ 十勝岳
咬気異常、 10月より有色喰気が
観測

1998.10.25 北海道駒ヶ岳 水蒸気爆発、火山灰噴出

[998.ll. 9 雌阿寒岳
水蒸気爆発、火山灰噴出、火Ill
灰中にマグマ物質検出
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ここでは、近年における火山活動状況について概

説するとともに、日本列島における火山活動状況に

ついて予察することとする。

2.日本国内における火山活動状況

図ー1は1997年～]998年に唄火、火山災害あるい

は火山性異常を発生させた火山の分布圏である。図

-1より 1年間に15の火山においてなんらかの火山

性異常が認められたことがわかる。表ー1はこれら

の火山性異常の概要を取りまとめたものである。従

来から断続的な火山噴火を続けている桜島、諏訪之

瀬島等以外の、通常から咬火活動をしていない、比

較的静穏な火山における突発的な火山噴火が多発し

ている傾向が認められる。

これらのうち八甲田山、安達太良山ならびに阿蘇

山においては、火山ガスにより死者が出ているが、
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図ー1 1997年～1998年までに隕火・火山性異常または火山災
害を発生させた火山 （三角は活火山分布を示す。秋田焼山は澄川温
泉災害も含む）
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これらの災害は、有毒火山ガスの噴出 ・停滞地帯に

立ち入ったため発生したもので、直接火山活動の活

発化に結びつくものではない。しかしながら安達太

良山の火山ガス災害は若干異なり、 1996年9月から

熱泥の唄出など、火山活動が活発化していた矢先の

災害であった。

この期間においては特に北海道～束北地方にかけ

ての火山活動の発生が特徴的であり、特に秋田焼山

においては、1997年5月に山麗の濫川温泉で、また

8月に111頂の空沼火口で水蒸気爆発が発生してい

る。また、 1995年10月に水蒸気燥発を発生させた九

諏111においても緩やかな地殻変動が継続している。

これらの火山活動のうち、特徴的な 3つの火山活

動（秋田焼山、新潟焼山、岩手山）についてレビュ

ーを行う。

3.各火山における火山活動状況

(1)秋田焼l山における 2回の水蒸気燥発

1997年5月1]日、秋田焼山北東山麓に位骰する濫

川混泉において、大規模な地すべりとそれに伴う水

蒸気爆発と土石流が発生した。

図ー2にこの災害進行の時系列を示す。大規模な

地すべり滑動は、 5月3Bから進行した。5月7日

には114mm/dayの降雨が観測され、融雪水とともに

大批の水が地すべり内に供給された。一方、澄川温
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泉の淡山にある泥火山が5月9日頃より活発化し、

温泉の異常湧出を開始した。

5月11日午前7: 00位より地すべり滑動は活発化

し、 7: 40前後には、濫川温泉が土砂により押しつ

ぶされ、8: 00前後には3回の水蒸気燥発が発生し

た（林他、 1997a)。

水蒸気爆発による放出物は、I殷石と火山灰である。

唄石の多くは第三期陪に由来し、温泉余土と見られ

る白色粘土に毅われる。噴石は最大203m飛行し、

それが作るザグ棉造から推定される噴出源は1日橙川

温泉付近である"o
図ー3に火山灰の分布図を示す。火山灰は火口北

東方向の澄川温泉対岸の樹木に付茫し、その最大層

厚は約3cmである。このことから火山灰は横殴りの

唄煙によってもたらされたと考えられる。

林ら (1997a)は、人工燥発実験”などに基づき、

哄石の最大到達距離から爆発のエネルギー拡を算出

し、 2.5XlQり (550kg/TNT)という値を得た。火山

噴火のエネルギーとしては極めて小さい値である。

澄）1|水蒸気爆発の 3ヶ月後の 8月16日、 3 km離れ

0
1
 一

z
△

-

□］火口、ガリー
D 醤齢如．土石流
D 降灰閉石に覆われた
温泉余土

・じ謳による森林

SOO(m) 

一l
図ー2 災害発生の時系列 図ー3 澄川地すぺり ・水蒸気爆発 ・土石流災害実績図 （火山灰は

対岸に吹き付けられるように分布している）
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た秋田焼山山頂付近において、水蒸気爆発が発生し、

同時に約 1時間の火山性微動が観測された％ 図ー4

に噴火発生後の土砂移動実紐圏を示す。噴火は1949

年の火口群と同じ位置から起こった。この唄火では、

① 新火口blあるいはb2から泥が吹出し、空沼火

口に泥流となって流れ込み

② 新火口aから火山灰 ・泥スパター、 咬石が唄出

（噴火のクライマックス）

③ 新火口b2から少罰の泥が唄出し、それ以前の

堆積物を同心円上に覆った。

という活動をたどったものと考えられる（林他、

1997b)。
この噴火活動においては特徴的に泥流が発生して

いる9)。泥流の体積は約2,000吋程度であり、泥流とし

ての規模は小さいが、咽火に伴って、火口から直接発

生した泥流の例はあまり報告がなく注目に値する。

これら 2つの水蒸気爆発は時空的に非常に近く

（図ー5)、なんらかの相関がある可能性がある。秋

田焼山周辺においては1994年頃より微小地捉の増加

傾向が認められており、 1996年になると1日20個以

上の群発地震が発生している5)。これは秋田焼山の

熱水活動または火山活動が活発化してきていること

を示唆しているのかも知れない。

図-4 秋田焼山1997年8月16日噴火における土砂移動実績図
（林他、 1997b。降灰分布を太実線で示す。黒色部は今回の噴火
によって発生した火山泥流）
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(2)新潟焼山の噴火活動

新潟焼山は、 1997年10月下旬頃より哨気屈が通常

より多い状態となり、有色噴気も確認されるように

なった。1997年11月12日には山頂南側に黒色変色域

が認められたため、同日17:30に臨時火山情報第1

号が発令された。

新潟焼山は、秋田焼山と異なり、比較的火山活動

が活発で有史以降、 1852~1854年、 1949年、 1974年

に水蒸気燥発を発生させ6)、敵近では1983年、 1989

年に今回と同規模程度の水蒸気爆発を発生させてい

る。特に1974年唄火においては、放出岩塊の落下に

より山頂付近にいた登山者3名が死亡し、降灰批は

6.5 X 10咄、この時の唄火でも火口から直接泥流が

発生し、早川流域に深刻な影聰を及ぽした1)。

今回の哄火活動は、 1989年活動同様、山頂東側に

存在する既存唄気孔で発生した8)。写真一1は、1997

年11月21日に撮影された噴気活動状況を、写兵ー2

は1998年3月30日の唄気活動状況を示している。写

真ー1より噴気孔周辺は地熱により積雷が認められ

ず、 2カ所の唄気孔の周辺が降灰により灰色～行灰

色に汚濁している。積雪上に黒色変色域は認められ

ていない。一方写真一2においては、噴気活動は 1

カ所のみであるが、火口周辺の積雪が降灰により汚

16th Aug 1997 
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図-5 5月11日澄川温泉水蒸気爆発と8月16日秋田焼山空沼火口
との位置関係 （北東側からの鳥轍図）
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染されており、 一部は融雪したように見える。また

山頂付近には若干砿の降灰が認められる。

以上のことから、咀火活動は1997年11月より1998

年 3月程度まで断続的に行われ、降灰と秋雷がサン

ドウィッチ上に堆梢したものと考えられる。

このI朋火活動による哄出総屈、マグマ物質の関与

については不明である。これは山頂付近へのアクセ

スが困難であり、詳細な記載ができなかったためで

ある。

新渇焼山は1998年7月に入山規制が緩和され、火

口から半径2kmまで入山可能となった。新潟焼山は

融雪期あるいは秋雨期に噴火活動を発生させる傾阿

があり、今後の防災体制を早急に整備する必要があ

ると考えられる。

図-6 岩手山地形概略図 （千葉・和知1998より引用）

^ ｀ J.. `  ` ‘じ 、 U,• •, . .m i.‘‘‘` ‘ ‘ 
写真一1 1997年11月21日撮影の新潟焼山山頂部
（上下2つの唱気孔からの噴気活動が認められる。また噴気孔周辺
は地熱により融雪している）
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(3)岩手山の火山活動

岩手山は、火山噴火予知計画の中で、「活動的火

山及び潜在的爆発活力を有する火山」に分類される

23火山の1つに位置づけられ、東北大学では1981年

より定点観測を行ってきていた％ 岩手山は東西に

配列した複合火山体から構成されており、山体形成

史から束岩手山と西岩手山に区分されている（図一

6)'0)。最近の噴火は東岩手山で1686年の火砕流を伴

う山頂噴火、 1732年の側唄火（焼け走り溶岩流）、ま

た西岩手山大地獄での1919年唄火が知られている四

1970年以降は山頂の哨気活動も停止し、表面的には

静穏であった。

1995年 9月15日、東岩手山東龍の地下8-lOkmで

火山性微動が観測された。その後やや深部での低周

波地霰活動や山頂直下での浅部地旋

活動が継続した後、 1997年12月28日

以降、震源は西岩手山に移動し、

1998年2月14日頃には傾斜計、歪み

計等でも明瞭な地殻変動が観測され

るようになった。

図ー7に岩手山における火山性地

擬の発生状況を示す。地霙活動は4

月下旬より活発化し6~7月にビー

クを迎えその後、高い活動レベルで

推移している。また、しばしば有感

地震に至ることもあった。一方 9月

3日にはマグニチュードM6.lの逆

断層型の地捉が発生し叫その後の

余捉と考えられる地誤活動が数日に

わたり観測された。その後地霞の発

生回数は減哀傾向にある。

~ 

写頁ー2 1998年3月30日撮影の新潟焼山山頂部
（上部噴気孔からの噴気活動は停止しており、火孔内に積雪が認め
られる。しかしながら周辺の積雪には黄灰色の降灰が認められ．一
部はアルベドー融雪している部分が認められる）



研究成果 2] 

これらの地震の霰源はほぽ東西方向に分布し、震

源は西進する傾向が認められている。また、茂木モ

デルから求められる球状圧力源の位置も時間経過と

ともに西進かつ浅化する傾向が認められている。

さらにこれらの地捉とは別に、地下約30km付近に

おいて、発生する低周波の地縦がしばしば観測され

ていたが、 4月末以降その回数が増加した。

岩手山大学合同観測班水準測品グループが11月2

日から 8日にかけて岩手山の南山麓で実施した水準

測祉によると、これまで (7~ 9月）の網張温泉付
近の隆起傾向は9月3日以降も続いている。東北大

学のGPS観測では、岩手山西側の南北伸張の傾向は

7~8月頃から鈍化しているものの、現在も続いて

いる。また、国土地理院のGPS観測でも、山体に近

い基線で 9月3日の地震以前の 2ヶ月間に 2~3

cm継続的に伸び続け、地震時に 1~ 2cm程度縮ん
だものの、その後の3ヶ月間も継続的に仲び続けて

いる叫

これらの火山活動は地下に苓積されているマグマ

の活動であることは、ほぽ間違いないと考えられて

いる。 9月3日に発生した地裳以降、火山性地霙お

よび地殻変動批は鈍化する傾向が見られ、特に火山

性地裳の発生回数は1999年1月以降減少する傾向が

顕著であるが、 1999年4月時点でもモホ面付近の地

震は続いており、今後の火山活動の推移を見守る必

要がある。

4.日本列島の火山は活動期に入っているのか？

前述したとおり、 1997年～1998年にかけて 8つの

火山において火山噴火、火山性異常および火山災害

（事故）が発生し、特に岩手山の火山活動の活発化

により火山活動に対する社会的不安は増大している

ように見える。

かつて、日本列島に存在する主要活火山がある時

期に集中して哄火する年代があった。例えば北海道

駒ヶ岳は1640年、 1856年に1腹出屈が0.1面を超える

大噴火を発生させているが、この時期には梯前山

(1667年、 1739年）、有珠山 (1663年、 1882年）もそ

れぞれ同規模の1贋火を非常に近い間隔で発生させて

いる。また、富士山の明火(1707年）の前後には、霧

島 (1716~1717年）、伊豆大島 (1777~1779年）、浅

間山 (1783年）、桜島 (1779年）が大哄火している。

それでは本当に日本列島にある火山は1700年代前

後と同じような火山活動期に入っているのか考えて

みる。

気象庁は特に活動的で璽点的に観測を行うべき火

山および活動的火山、潜在的爆発能力を有する火山

（合計20火山）において、目視観測、捉動観測等の

常時観測を行っている。当然、火山活動が活発化す

ると、臨時火山情報の発表回数が多くなり、日本列

島全体の火山活動が活発化すると、発表火山数が増

加するはずである （表ー2)。

図ー8は、気象庁が火山観測業務を行ってから発

表された臨時火山惰報の発令数と発表された火山数
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図—7 岩手山における火山性地震の発生回数

（地震発生回数は盛岡地方気象台発表の火山観測情報より抽出している）
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を示している。

図ー8より、平均すると臨時火山情報の発表数は

表 2 気象庁が発表する火山情報

情報の種類

緊急火山情報

臨時火山情報

火山観測情報

定期火山情報

情報内容

生命 ・身体にかかわる火山活動が発生した場

合に発表される。

火山活動に異常が発生し、注意が必要なとき

に発表される。

緊怠火山情報 ・臨時火山情報を補うなど、火

山活動の状況を定期または臨時にきめ細かく

知らせるために発表される。

常時観測火山の活動状況が （年3回あるいは
毎月）定期的に発表される。

年間30回程度であるが当然のことながら火山活動が

活発化するとその発表回数は増加する。回ー8にお

いては、1973年浅間山、 1974年新潟焼山、 1977~

1978年有珠山、 1983年三宅島等の社会的に大きな影

響を及ぽした火山咬火にそれぞれ対応している。最

近においては、 1991年～1993年に大きなビークがあ

り、これは雲仙岳の影響である。

一方、臨時火山情報が発表された火山数はさほど

大きな変化が認められず、 1997年は 2火山、 1998年

は4火山であった。

圏ー9は常時観測火山とそれ以外の火山における
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図ー8 気象庁による火山情報等の発表件数の推移
（第1軸は火山情報を発表された火山数の推移を表しており、第2軸は臨時火山情報の発表回数を示している）
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図-9 常時観測火山とそれ以外の火山における臨時火山情報の発表数推移
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臨時火山情報発表数を示している。屈I-9より、常

時観測火山以外の火山においても毎年2火山程度に

おいて臨時火山情報が発表されるような火山活動が

発生していることが分かる。すなわち、 1965年以降、

1999年 4月時点まで日本列島における火山活動は同

じような活動レベルを保持している。今後も同様の

活動レベルで推移していくとすると、年間2火山か

それ以上の火山において火山性異常が発生すること

となる。

5.最後に

今回の岩手山の火山活動に関連して、わずか 1年

にも満たない間にハザードマップの整備 ・公表や、

建設省 ・岩手県による砂防ダムの設置、モニタリン

グシステムの導入など、 実際の噴火発生前にこれだ

けの防災関連事業が実施されたことは、日本国内で

恐らく最初の例であり、非常に喜ばしいことである。

しかしながら短期間に、これほどの防災事業が展開

できたのは、第 8次火山噴火予知計画により東北大

学が精密観測井を事前に 4カ所に設骰していたこと

によるところが大きい。もし、観測設備が整ってい

なければ、今回の岩手山の火山活動に対して、どれ

ほどの防災関連事業が実施されていたであろうか。

今回の岩手山の火山活動を通して、火山活動の監

視 ・観測が全ての火山防災体制整備のタイミングや

防災体制の質を決定づける重要な判断要素であるこ

とが明確になった。一方で、 岩手山のような常時観

測体制の整備がなされていない火山における火山防

災対策について多くの課題が残されることになっ

た。
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